
（一財）全国地域情報化推進協会　御中 報告日 2019年10月10日

派遣決定番号 K254

１．申請団体情報

１－１．申請団体

団体名 代表者名 鈴木康友

担当者部署 連絡先電話番号 053-457-2021

担当者役職 担当者氏名 連絡先E-mail hodo-g@city.hamamatsu.shizuoka.jp

住所

１－２．推薦団体（「区分」が「協議会」または「NPO・商工会・大学等」の場合のみ入力）

団体名 連絡先部署

担当者氏名 連絡先電話番号 連絡先E-mail

２．派遣アドバイザーに対する評価と要望

アドバイザー

評価

３．地域情報化アドバイザー派遣実績

派遣日 開始時刻 終了時刻 内休憩時間（分） 活動時間（分）

３－１．活動 2019年10月5日 12時00分 17時00分 0 300

３－２． 会場名 最寄駅 JR浜松駅

派遣場所 所在地

最寄駅からの交通手段

４.報告書に関してのAPPLICホームページへの掲載許可

掲載許可

５．依頼内容及び支援を受けたことによる成果・効果

５－１．支援を受けた対象者 属性（職員、一般、企業等）について【自由記述】

11 人

５－２．支援を受けるにあたって目指した成果と実勢に支援を受けたことで改善又は解決した成果・効果

　事業の課題・問題点

　（具体的にご記入下さい）

支援により目指す成果

　（具体的にご記入下さい）

アドバイザーに支援を受けた内容

（具体的にご記入下さい）

支援を受け改善又は解決された内容

（具体的にご記入下さい）

具体的な成果物

改善又は解決されなかった内容

持ち越しとなった内容

（具体的にご記入ください）

アンケートの内容と分析結果

５－３．今後の計画

事業の最終的な目指す姿

430-8652　静岡県浜松市中区元城町103-2

織田 友理子

大変よい

バリアフリーの概要およびICTによるデータ収集の意義等について小学生にもわかりやすい内容でご説明いただき、親子でバリ
アフリーについて考えてもらう大変よい機会となった。また、バリアフリーについては、物理的な障害をなくすという意味に加
えて、「心」の面でのバリアフリーについても意識啓発をしていただき、参加した小学生らは、「障害を持った人を積極的に助
けていきたい」という趣旨の感想を述べていた。加えて、スマートフォンアプリによる街歩きのパートでは、実際に車いすを用
いてデータ収集を行うことにより、車いすユーザーにとって有用で実践的なデータを収集することができた。

浜松市役所

支援を受けたアドバイザーに対する評価をお願いします。

アドバイザー
への要望事項

特になし。

※水色と黄色のセルは回答必須。薄緑色セルは任意。申請書の段階から項目３に変更があった場合、直接入力で上書きして下さい。

地域情報化アドバイザー制度活用報告書（１日目）

記

浜松市役所

企画調整部広聴広報課

　地域情報化アドバイザー制度の活用実績について、下記のとおり報告します。

バリアフリー情報を住民が収集するタイプのサービスでは、主として車いす利用者のようなバリアフ
リーに関心があるユーザーによってのみ情報が収集されており、情報の量・質ともに限定的なサービ
スに留まっている。これらの充実を図るうえでは、幅広い参加者募集に向けた広報活動を実施するこ
とが求められており、今回の実証実験についても、どのようにして参加対象者に事業への興味関心を
持ってもらうかが大きな課題となる。

上記評価の理
由（どのよう
なところがよ
かったか等詳
細に）

公共バス、タクシー等

人数

一般、市職員（右記人数は一般参加者のみの数字）

静岡県浜松市中区元城町103-2

○掲載可

最も当てはまるものリストより選択下さい

最も当てはまるものをリストより選択下さい。

③現段階では課題・問題が残っているため未定

講演・セミナー又は個別の事業支援の実施にあたりアンケートを行った場合は、その内容と分析結果
についてご記入下さい。（ＥＸＣＥＬやＰＤＦでの分析結果を添付されても結構です。）
アンケートを行わなかった場合はその理由をご記入下さい。

＜お願い＞別紙のとおり添付いたしますが、本アンケートにつきましては、大変恐縮ながら【公開不
可】（参考扱い）にてお願い申し上げます。

バリアフリー、およびその他、種々の分野においてオープンデータの活用のあり方や可能性を検証
し、情報を共有することで、活用に向けたさらなる機運の高まりを醸成し、新たな知見の発見とより
よいまちづくりの推進につなげていく。

ICTを活用したバリアフリーの重要性・必要性についてご講演をいただいた。また、バリアフリー情報
を共有するスマートフォンアプリ「WheeLog!」を用いた街歩きパートでは、車いすへの乗車体験や
車いすユーザーとの交流を盛り込んでいただいたことで、参加者が車いすの大変さを体感しながらバ
リアフリー情報を収集することができ、車いすユーザーの視点に立った実践的な情報をシェアするこ
とができた。

講義を聞いた参加者は、街歩きにおいて積極的にバリアフリー情報の収集に取り組んでおり、参加者
の「事業への興味関心」という点は十分に満足されたものと考えられる。

より幅広い参加者の募集に向けた広報活動に関しては、依然として課題が残る。

⑥途中段階であり、具体的な成果物はできていない



６．地域情報化アドバイザー支援の様子

今回の派遣における地域情報化アドバイザーの支援の様子がわかる「写真（JPEG）」を次ページに数枚程度貼り付けて下さい。

会場の様子 織田氏によるご講演

講演スライド 街歩き 車いすユーザーの方と

街歩き スマホで情報登録 街歩き後の振り返り


